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■
恩
師
の
油
絵

「
や
は
り
、
い
い
ね
。
力
強
い
」。
大

学
本
部
応
接
室
に
掲
げ
ら
れ
た
故
矢

口
洋
氏
の
油
絵
『
水
差
し
の
あ
る
静

物
』
を
じ
っ
と
見
詰
め
な
が
ら
つ
ぶ

や
く
。
や
が
て
、
柔
ら
か
な
表
情
に

変
わ
る
。
取
材
前
の
臼
井
さ
ん
の
印

象
的
な
姿
だ
。

戦
後
の
栃
木
県
美
術
界
を
リ
ー
ド

し
、
宇
大
教
育
学
部
で
美
術
教
育
の

実
践
に
精
力
的
に
取
り
組
ん
だ
矢
口

氏
の
絵
と
の
出
会
い
が
、
自
身
の
将

来
を
決
定
付
け
た
。

高
校
卒
業
後
、
６
年
間
小
学
校
の

代
用
教
員
と
し
て
「
山
の
分
教
場
」

で
過
ご
す
。
当
時
、
田
舎
で
は
油
絵

を
直
に
目
に
す
る
機
会
は
な
か
っ
た
。

初
め
て
目
に
し
た
本
物
の
油
絵
が
、

宇
都
宮
市
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
開
か
れ

て
い
た
矢
口
氏
の
個
展
だ
っ
た
。

「
熱
っ
ぽ
い
作
品
を
見
て
び
っ
く
り

し
た
。
す
ご
い
絵
だ
と
思
っ
た
」。

そ
の
時
の
鮮
烈
な
印
象
を
今
も
は
っ

き
り
覚
え
て
い
る
。「
先
生
が
い
る

宇
都
宮
大
学
に
入
学
し
た
い
」。

24
歳
で
、
美
術
科
に
入
学
し
、
矢

口
教
授
の
教
え
を
受
け
る
。
卒
業
後

は
故
郷
、
矢
板
市
の
中
学
校
で
美
術

教
師
と
な
る
。「
ま
た
、
山
の
学
校

に
戻
っ
て
、
放
課
後
、
風
景
の
絵
を

描
い
て
暮
ら
す
。
一
生
、『
山
の
中

の
先
生
』
で
も
い
い
な
と
思
っ
た
」。

そ
れ
が
、
突
然
、
穏
や
か
な
教
師
の

暮
ら
し
を
捨
て
、「
油
絵
の
本
場
で

学
ぶ
」
た
め
渡
仏
、
パ
リ
国
立
美
術

大
学
に
入
学
す
る
。「（
フ
ラ
ン
ス
留

学
を
し
て
い
る
）
矢
口
先
生
の
真
似

を
し
て
ね
。
絵
も
そ
う
だ
け
ど
、
ア

ル
チ
ュ
ー
ル
・
ラ
ン
ボ
ー
や
、
ボ
ー

ド
レ
ー
ル
な
ど
文
学
を
通
し
て
フ
ラ

ン
ス
へ
の
憧
れ
が
あ
り
ま
し
た
」。

■
未
来
は
予
測
し
て
い
な
か
っ
た

「
ま
っ
た
く
未
来
は
予
測
し
て
い
な

か
っ
た
」。
パ
リ
で
の
生
活
は
、
た

だ
た
だ
絵
を
描
い
て
、
美
術
館
に
通

い
、
仲
間
と
語
り
合
っ
た
。
68
年
の

「
５
月
革
命
」
の
と
き
は
学
生
と
一

緒
に
カ
ル
チ
ェ
ラ
タ
ン
を
デ
モ
っ
た
。

「
デ
カ
ダ
ン
ス
な
、
ニ
ヒ
ル
な
、
そ

ん
な
も
の
を
ひ
き
ず
っ
て
い
た
。
パ

リ
に
行
っ
て
か
ら
も
学
生
時
代
の
延

長
だ
っ
た
」。

「
絵
描
き
」
と
し
て
生
き
て
い
く
こ

と
を
決
意
し
た
の
は
、
50
歳
を
迎
え

よ
う
と
し
て
い
る
と
き
だ
っ
た
。
パ

リ
の
文
化
団
体
が
主
催
し
た
臼
井
氏

の
個
展
が
評
判
を
呼
び
、
地
元
の
メ

デ
ィ
ア
も
好
意
的
に
取
り
上
げ
て
く

れ
た
。
「
自
信
が
持
て
る
よ
う
に

な
っ
た
。
こ
れ
で
プ
ロ
を
宣
言
し
て

も
い
い
だ
ろ
う
と
思
っ
た
。
そ
れ
に

し
て
も
（
50
歳
を
前
に
し
て
の
プ
ロ

宣
言
は
）
ゆ
っ
く
り
で
す
ね
」。

い
ま
は
、
南
仏
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
の

自
然
を
描
く
。「
高
原
山
の
麓
で
育

ち
ま
し
た
か
ら
、
年
を
と
る
に
つ
れ
、

ソ
バ
ー
ジ
ュ
と
い
う
か
、
野
性
味
っ

ぽ
い
も
の
に
引
か
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
は
そ
う
い
う
と

こ
ろ
が
多
い
。
光
が
す
ば
ら
し
い
。

ル
ミ
エ
ー
ル
で
す
ね
」。

春
か
ら
夏
に
か
け
農
家
に
滞
在
。

リ
ラ
の
花
が
咲
き
、
サ
ク
ラ
ン
ボ
が

実
を
結
ぶ
。「
な
ぜ
、
う
ち
の
サ
ク

ラ
ン
ボ
を
採
り
に
来
な
い
」「
俺
の

つ
く
っ
た
酒
を
飲
め
」
と
、
村
人
た

ち
が
親
し
く
声
を
掛
け
て
く
る
。
こ

の
楽
園
で
、
朝
か
ら
陽
が
落
ち
る
ま

で
デ
ッ
サ
ン
を
し
て
過
ご
す
。
光
と

影
の
見
事
な
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
創
作

意
欲
を
か
き
た
て
る
。「
あ
あ
、
フ

ラ
ン
ス
へ
早
く
帰
り
た
い
。
向
こ
う

で
死
ん
で
も
い
い
な
と
思
っ
て
い

る
」。

■
大
学
時
代
の
エ
ス
プ
リ

宇
大
を
訪
ね
る
の
は
卒
業
以
来
と

い
う
。「
キ
ャ
ン
パ
ス
に
足
を
踏
み

入
れ
た
ら
若
い
血
が
蘇
っ
て
き
た
。

75
歳
の
お
爺
ち
ゃ
ん
だ
け
ど
、
ま
だ

ま
だ
少
年
の
よ
う
な
と
こ
ろ
が
あ
る

の
は
、
暴
れ
ま
く
っ
た
大
学
時
代
の

エ
ス
プ
リ
が
残
っ
て
い
る
か
ら
か

な
」。

「
キ
ャ
ン
パ
ス
の
雰
囲
気
が
大
好
き

だ
っ
た
。
一
生
こ
こ
で
仕
事
が
で
き

た
ら
い
い
な
と
思
っ
た
。
卒
業
す
る

時
は
正
門
に
掲
げ
ら
れ
て
い
た
宇
大

の
看
板
を
奪
い
去
っ
て
し
ま
お
う
と

思
っ
た
」
と
笑
う
。

な
ぜ
、
宇
大
の
看
板
を
？
「（
愛

着
の
あ
る
大
学
の
）
看
板
を
抱
え
て

一
生
過
ご
し
た
か
っ
た
の
か
な
。
何

か
、
逸
脱
し
た
こ
と
を
す
る
の
が
好

き
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
い

ま
話
し
て
い
る
と
、
そ
う
い
う
血
が

ま
た
沸
い
て
き
ま
す
」。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
後
、
懐
か
し
の

旧
講
堂
内
で
の
写
真
撮
影
。
側
ら
の

夫
人
の
視
線
に
照
れ
な
が
ら
カ
メ
ラ

マ
ン
の
要
求
に
応
え
ポ
ー
ズ
を
と
る

姿
は
、
と
て
も
楽
し
そ
う
。

そ
れ
か
ら
４
日
後
、
日
本
を
離
れ

た
。
後
輩
へ
残
し
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、

「
わ
が
道
を
往
き
な
さ
い
」。

（
文
・
ビ
オ
ス
編
集
室
／
撮
影
・
木
原
悠
策
）

パ
リ
に
暮
ら
し
て
40
年
、
フ
ラ
ン
ス
語
を
交
え
な
が
ら
自
由
奔

放
な
生
き
様
を
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
に
語
る
臼
井
さ
ん
。
そ
の
話

に
は
母
校
・
宇
都
宮
大
学
へ
の
愛
着
が
滲
む
。

（
取
材
／
教
育
学
部
3
年
・
岩
上
恭
丈
）
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国際大会で金メダルを獲得

2008年（第12回）世界アルティメット＆ガッツ選手権大会

金メダル

フライングディスク部

この大会は、フライン

グディスク競技10種目

のうちの団体2種目の世

界一を決める国別対抗競

技大会で4年に1度開催

される。今年度はカナダ

のバンクーバーで開かれ、

フライングディスク部

「Chaoz★（チャオズ）」所属の3人が出場したジュニア（19歳以下）

ウィメン部門で、日本はこのクラス初の金メダルを獲得した。天

田さんは大会最多得点賞の活躍だった。

竹田さん 全日本チームの選手はレベルが高く、頑張ろうという

反面、辞めてしまいたいと思ったときもあった。最後まで続けた

ことでうまくなることができたし、いろいろな人とも出会えるこ

とができた。

山本さん 全日本のチームメイトと国内の大会で会う機会があり、

一緒に（フライングディスクを）頑張れる仲間が他の大学にもい

るということは向上心につながる。自分の役割をしっかり果たす

ことでチーム力がアップすることを実感させられた大会だった。

天田さん 全日本チームの一員として世界で戦ったことで、高い

レベルの選手がいることを知り、自分もそのレベルまで行きたい

と思うようになった。広い世界を知って、高い目標を持てるよう

になった。
写真右から
山本咲さん（農学部2年）
竹田茉莉さん（同）
天田優美さん（同）

2
0
0
8
年
国
内
外
ス
ポ
ー
ツ
大
会
で
活
躍
し
た

本
学
学
生
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

第56回
全日本学生弓道選手権大会

優勝（男子個人の部）

弓道部

一
立
ち
一
立
ち
を
大
切
に
し
た
無
心
の
勝
利

個人戦には全国から約500人が出場、その頂点に

立った。まったく優勝を意識せず、「一立ち一立ちを

大切に」試合に臨んだ無心の勝利だった。優勝が決

まった時は実感がなく、試合終了後、個人戦の男女

優勝者、団体戦男女優勝校の代表が「納射」を披露

することになり、その４人のうちの１人に選ばれた

とき優勝を実感した。

高校時代は、新潟県の強豪校、長岡高校の主将と

してインターハイに出場している。弓道は精神的な

面が結果に表れる。技術ばかりだけではな

く、精神面、普段の生活面も鍛えられ

るところが魅力という。

小宮山さん 全国大会優勝は初めて

の経験。自信にはなりましたが、宇

大の先輩も、他大学の選手もすごく

強いので過信しないようにしたい。

次また勝てるわけではない。団

体戦では自分の成績がよくな

かったので、団体でもよい

成績を残せるようにしたい。

小宮山翔平さん（教育学部1年）

決勝の相手は筑波。大学ではトップ

クラスの強豪だ。この関東甲信越大会

は例年、二線級の選手を出してくる筑

波が、今年度はＡチームで本気で戦っ

てきた。そのＡチーム相手にフルセッ

トまで持ち込む戦いができたことには、

「満足している」。「でも例年通り、筑

波がＢやＣチームだったら優勝できたかも。やはり優勝したかった」（久田主将）。

男子チームは関東大学春季リーグ3部で優勝し、秋季リーグから2部に昇格した。

春は負けなし、実力的に下位チームが多く気を引き締めて戦い勝利を重ねるごとに

チームとしてのまとまりが生まれた。その勢いで秋のリーグは「当たって砕けろの

気持ち」で闘うことができ、「充実した1年だった」。

久田さん 今年のチームになってから全員バレーを意識してやってきた。どうし

てもエースの大木貴之（教育学部２年。Ｖリーグのチャレンジリーグで最優秀新

人賞を獲得している）にボールが集まり、大木頼りになってしまうところがあっ

たので、全員で戦うバレーを心掛けてきたことがよかったと思う。試合のほとん

どは東京で開催される。「せっかく東京まで行くのだからいい試合をして宇都宮

に戻ろう」という気持ちで試合に臨むようにしている。そういう気持ちの面で宇

大はまとまりがあると思う。【主将・久田利彦さん（教育学部4年）】

チームワークで強豪・筑波と
対等に戦う

第57回関東甲信越大学体育大会　準優勝

男子バレーボール部

プレッシャーに耐えての3連覇

第57回関東甲信越大学体育大会　優勝

女子バレーボール部

大学関係者などから3連覇への

期待が強かった。特に4年生はプ

レッシャーを強く感じていた。そ

の重圧を跳ねのけての優勝だった。

大きなヤマは、実力校・筑波と

の対戦となった準決勝。粘りに

粘った末にフルセットで破り、その勢いで優勝へ勝ち上った。

女子チームは関東大学リーグの2部に所属。他の大学に比べ大型

選手が少ない小柄なチーム。それだけに「粘り強いレシーブ」を心

掛け、繋ぎのバレーが特徴だ。秋のリーグは、例年教育実習で3年

生の半数が出場することができなく、厳しい試合が続く。その中で

３位という成績を残すことができたが、１部との入れ替え戦を逃し

たことに悔いが残る。

北郷さん チーム全員が3連覇を強く意識し戦ったことが優勝で

きた要因だと思う。次の春季リーグでは、私達が果たせなかった

１部に昇格してもらいたいです。4年間、楽しい事ばかりではな

く、負けて悔しい思いを沢山したが、部活に入っていない人には、

４学年が１つの目標に向かい練習を重ね、勝利した時の喜び・感

動は分からないと思う。後輩たちには、後悔しないよう、これか

らの試合を１つひとつ大切にしてもらいたい。

【主将・北郷直美さん（教育学部4年）】

写真提供　JFDA



「陸上は個人種目だが、対抗戦の要素もありチームがまとまって大会に臨

む。自分が主将のときはチームが一丸となることを意識した」と前主将の三

村さん。全国で戦えるレベルの選手から県大会の決勝に残ることを目標とす

る選手まで、レベルの幅が広い宇大陸上部。一人ひとり目標は違っていても、

みんなが同じメニューで練習し、チームの一体感を大切にしている。

三村さん この大会に狙いを定めていた。ぜひ優勝した

いなという気持ちで臨んだ。１位になれたので満足の結

果だった。来シーズンの目標は、栃木県記録の更新。そ

のためにはこの冬の練習次第。筋力アップを図り、春の

スピード練習に繋げたい。

野澤さん 予選のタイムでは１位だったので、優勝を狙いたかった。でも

大会新で、思った以上の記録を出せたのでタイム的には満足している。

私が１年生の時は女子がリレー種目で全国の大会で活躍できるようなレベ

ルではなかった。年々女子部員が増え、強くなってきているので、

さらに強くなっていってもらいたい。この4年間、部活の中で貴重

な経験をすることができたと思っている。

森井さん 高校からリレーを続けているが、ベストの記録を出せ

た。バトンを持つと別人になる。気合が入る。リレーは、仲間を

信じることでモチベーションをあげられる。関甲信越大会100m（２位）

は、大会会場が出身地の埼玉で、高校の時によく利用していたところだっ

たので、慣れていたし、地元の力をもらって走ることができた。

橋本さん 私はアンカー、（前を走る）みんなの力をもらえるので、走っ

ているというより走らせてもらっているという気持ち。国公立23大学対抗

100m（１位）は、追い風参考ながら自己ベストを出せたので満足してい

る。これからの目標は大学で最大の大会「全カレ」で入賞すること。

関口さん いい記録で満足

している。リレーは、楽し

さもつらさもみんなで共有

できる。一緒に頑張れると

ころが好き。
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ベスト8の壁を破る会心の結果

第57回関東甲信越大学体育大会 2位

男子ソフトテニス部

前衛の岡田さん、後衛の稲田さんのペア。2人にとってベスト8の壁を破

ることが目標だった。稲田さんは１年生のときにこの大会でベスト8に入っ

て以来、思うような結果を出せないでいた。昨年の大会で宇大ペアがベス

ト8の成績を残したため、今大会、稲田・岡田ペアはシード権を得た。昨年

のペアの活躍に応えるためにも、「最低でもベスト8に入らなければと思っ

ていた」（岡田さん）。だから、準優勝は「120％満足している」（稲田さん）。

宇大ソフトテニス部は関東学連春季リーグで6部から7部に降格したが、

秋のリーグは7部で優勝し6部復帰を果たした。

稲田さん （大学でプレーする）最後の年なので満足のいく結果がほし

いと思っていた。ずっと「結果を残したい」と思い続けていたことが、

準優勝という好結果に繋がったと思う。2人とも勝ちたいという気持ちが

強かった。個人戦はもちろんだが、今年は団体戦に勝った時の喜びを強

く実感した。関東学連秋季リーグは4年生

にとって最後の大会。そこで6部昇格とい

う最高の成績を残せてよかった。

岡田さん 過去、それほどいい結果を残

してはいなかったので、この大会は調子

が良かったのかな。来シーズンは後輩と

ペアを組むことになると思うが、しっか

り成績を残せるようにしたい。

第15回東日本国公立大学室内水泳公認記録会

50m平泳ぎ1位

水泳部
この大会は冬場（08年2月）に開かれ、オフシーズンのモチ

ベーションを下げないために参加している大会で、この年から

公認記録会に格上げされた。50ｍ平泳ぎで優勝という好結果を

残し、今シーズン最大の目標としていた8月の全国国公立大学

選手権水泳競技大会出場に繋げることができた。同大会の出場

は大学入学以来初めてで、50m自由形とリレーに出場した。

水泳部は3年生の前期シーズンで現役を引退する。郷津さん

も引退し、就職活動を進めている。「水泳は、自分に合ってい

るスポーツ。これからも何らかの形で続けていきたい」。

郷津さん 部活を通して人間的に成長できた。OBと関わるこ

とが多いので、目上の人との対応などを学べた。体育系だか

ら、根性というか、頑張ればなんとかなるということも学べ

た。個人競技だから楽をしようとすれば、いくらでも楽がで

きる。そこを、敢えて頑張る。自

分のやる気次第でいろいろできる。

そこが部活のいいと

ころ。そういうこと

が日常生活にも生か

されていければ

いいと思う。

岡田聖也さん（工学部3年） 稲田翔さん（同４年）

最
大
の
目
標
の

全
国
国
公
立
大
選
手
権
初
出
場
に
繋
が
る
力
泳

郷津陽祐さん（農学部3年）

目標はそれぞれ違っても
チームとしての一体感を大切に

第57回関東甲信越大学体育大会　男子400m1位（三村達也さん） 女子100m2位（森井翠さん） 女子4×100ｍリレー2位

国公立23大学対抗陸上競技大会　女子100m１位（橋本奈央子さん）

陸上競技部

サークル紹介　B.C.風使い
人類が初めて鳥になったのはいつ？？

1903年のライト兄弟による飛行機、と
思っている人が多いと思いますが…実はそ

れよりも100年以上も前に大空に連れていっ
てくれた物があります。それは『熱気球』です。

学祭と同じ時期（11月下旬）、宇都宮の空が熱気球で
いっぱいになるのを見たことがありますか？栃木県は、
熱気球の聖地である渡良瀬遊水地を持ち、晴天率の高さ、天候の穏やかさ等、と

ても熱気球の飛行に適した土地です。熱気
球のフライトでは、春には満開の桜とともに、
夏には青々とした木々の上を、秋には色づ
く紅葉の中を、冬には遠くの富士山を眺
めながら雪原を、ふわふわのんびりと大
空を散歩できます。
『B.C.風使い』は私たちが気球に魅せられ

て07年度に立ち上げたサークルです。主な活動は、週末に渡良瀬遊水地などでフラ
イトをしています。その他に全国各地で行われる熱気球大会へのボランティア参加、
県内の社会人クラブの方と大会に競技参加などさまざまな活動をしています。また
クラブ内で熱気球のパイロットの育成もしています。
新しいサークルで部員も少ないですが、大空を散歩したい、大自然を相手に勝負

をしたい、全国各地に友達を作りたい、地域の人と交流を持ちたいなどなど、興味
がある人はどんどん連絡してください♪一緒にフライトしましょう！
We Can Fly High!! B.C.風使い会長：水沼孝光　 090(7719)1348

Circle
pin-up
Circle
pin-up

三村達也さん（教育学部3年）

左から4×100ｍリレーの橋本奈央子さん（教育学部１年）野澤麻里絵
さん（同4年）森井翠さん（同３年）関口慧さん（同１年）



宇
大
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
第
１
号

（有）
エ
ヌ
・
ピ
ィ
・
ア
ー
ル

取
締
役

木
村
隆
夫

大
学
院
工
学
研
究
科
　
教
授

私
の
専
門
分
野
は
高
分
子
合

成
で
あ
り
、「
環
境
に
適
応
し

た
機
能
性
高
分
子
の
合
成
と
高

分
子
材
料
の
再
生
利
用
技
術
の

開
発
」
を
研
究
テ
ー
マ
と
し
て
、

環
境
配
慮
型
の
新
し
い
高
分
子

素
材
づ
く
り
と
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

廃
材
の
有
効
利
用
を
目
指
し
た

研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。

那
須
烏
山
市
の
企
業
経
営
者

と
２
０
０
３
年
10
月
に
（有）
エ

ヌ
・
ピ
ィ
・
ア
ー
ル
を
設
立
し
、

自
動
車
フ
ロ
ン
ト
ガ
ラ
ス
に
使

用
さ
れ
る
ポ
リ
ビ
ニ

ル
ブ
チ
ラ
ー
ル(PV

B
)

中
間
膜
の
廃
材
を
利

用
し
た
特
殊
絵
の

具
・
シ
ー
ル
の
商
品

開
発
、
市
場
開
拓
を

行
っ
て
い
ま
す
。
２

０
０
４
年
７
月
に
発

明
の
名
称
「
塗
膜
表

面
に
凹
凸
形
状
を
発

現
さ
せ
る
絵
具
及
び

シ
ー
ル
」
で
特
許
を

出
願
し
、
２
０
０
５

年
７
月
に
「
デ
ィ
ン
プ

ル
ア
ー
ト
」
の
商
標
を
取

得
し
、
お
も
し
ろ
凸
凹
絵

の
具
「
デ
ィ
ン
プ
ル
ア
ー

ト
・
カ
ラ
ー
」
と
し
て
販

売
を
開
始
し
ま
し
た
。
同

年
10
月
に
第
55
回
栃
木
県

発
明
展
覧
会
に
出
展
し
、

栃
木
県
知
事
賞
を
受
賞
す

る
こ
と
が
で
き
、
２
０
０

６
年
８
月
よ
り
レ
ッ
ツB

uy

と
ち
ぎ

（
新
商
品
購
入
支
援
事
業
）
の
認
定

商
品
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

同
年
よ
り
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の

養
成
講
座
と
「
お
と
な
の
ぬ
り
絵

教
室
」
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
人
材

育
成
、
愛
好
者
の
拡
大
に
も
努
め

て
い
ま
す
。

本
絵
の
具
は
、
ア
ル
コ
ー
ル
系

で
乾
き
が
早
く
、
乾
く
と
表
面
に

さ
ざ
波
の
よ
う
な
細
か
な
凹
凸

（
デ
ィ
ン
プ
ル
）
模
様
を
生
み
出
し
、

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
調
の
作
品
が
誰

に
で
も
簡
単
に
作
れ
ま
す
。
つ
や
、

光
沢
に
優
れ
、
色
鮮
や
か
で
混
色

自
由
で
、
無
限
に
透
明
感
、
肉
質

感
が
表
現
で
き
ま
す
。
ま
た
、
塗

膜
は
シ
ー
ル
状
に
も
は
が
せ
、
耐

熱
性
、
耐
水
性
、
耐
候
性
が
良
く
、

ガ
ラ
ス
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
、
タ
イ

ル
、
金
属
な
ど
素
材
を
選
ば
ず
に

描
け
ま
す
。
さ
ら
に
、
Ｔ
シ
ャ
ツ

な
ど
布
地
の
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ

に
も
色
落
ち
、
に
じ
み
が
な
く

楽
し
く
使
う
こ
と
も
で
き
ま
す
。

本
年
度
は
「
爪
と
環
境
に
や
さ

し
い
、
は
が
せ
る
マ
ニ
キ
ュ
ア
」

の
開
発
に
も
力
を
入
れ
て
お
り
、

新
た
な
商
品
化
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

＊
問
合
せ
先

T
E
L
/F
A
X
:0287-83-0077

E
-m
ail:n-p-r@

nifty.com

宇
大
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
第
２
号

（有）
マ
ロ
ニ
エ
技
術
研
究
所

代
表
取
締
役

中
井
俊
一
　

名
誉
教
授
（
工
学
部
）

マ
ロ
ニ
エ
技
術
研
究
所
は
、
工

学
部
電
気
電
子
工
学
科
に
在
籍
し

て
い
た
筆
者
と
地
元
企
業
の
出
資

で
、
不
燃
木
材
関
連
の
技
術
開
発

を
目
指
し
て
、
２
０
０
４
年
10
月

に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

２
０
０
６
年
４
月
か
ら
研
究
開
発

拠
点
を
宇
都
宮
市
の
企
業
化
育
成

支
援
施
設
で
あ
る
宇
都
宮
ベ
ン

チ
ャ
ー
ズ
に
移
す
と
共
に
、
地
元

企
業
、
大
学
と
の
産
学
連
携
か
ら
、

環
境
関
連
の
計
測
器
の
開
発
を
進

め
て
き
て
い
ま
す
。
開
発
し
た
主

な
製
品
は
光
触
媒
の
活
性
度
を
測

る
「
光
触
媒
活
性
テ
ス
タ
ー
」
で

す
。光

触
媒
は
ナ
ノ
サ
イ
ズ
の
酸
化

チ
タ
ン
粒
子
に
紫
外
線
を
照
射
す

る
と
、
そ
の
表
面
で
空
気
中
の
酸

素
お
よ
び
水
分
子
に
作
用
し
て
活

性
度
の
高
い
ス
ー
パ
ー
オ
キ
サ
イ

ド
ア
ニ
オ
ン
（
い
わ
ゆ
る
活
性
酸

素
）
や
ヒ
ド
ロ
キ
シ
ラ
ジ
カ
ル
が

生
成
さ
れ
る
現
象
で
、
こ
れ
ら
の

活
性
イ
オ
ン
が
環
境
中
に
存
在
す

る
有
機
物
、
と
り
わ
け
有
害
な
ガ

ス
、
排
気
ガ
ス
、
悪
臭
成
分
の
分

解
、
細
菌
や
ウ
イ
ル
ス
の
殺
菌
、

汚
染
物
質
の
分
解
等
環
境
保
全
に

有
用
な
効
果
を
発
揮
す
る
も
の
で

す
。
今
、
一
番
多
く
光
触
媒
製
品

が
使
わ
れ
て
い
る
の
は
建
築
物
の

ガ
ラ
ス
を
含
む
外
壁
材
用
で
す
。

こ
れ
は
太
陽
光
に
含
ま
れ
る
紫
外

線
を
利
用
で
き
る
か
ら
で
す
。
写

真
に
示
し
た
光
触
媒
活
性
テ
ス

タ
ー
は
、
こ
の
光
触
媒
活
性
度
を

検
査
す
る
た
め
に
開
発
し
た
も
の

で
す
。

更
に
現
在
、
我
々
の
身
近
な
と

こ
ろ
、
即
ち
屋
内
で
も
使
え
る
よ

う
に
す
る
た
め
、
蛍
光
灯
等
の
可

視
光
で
光
触
媒
反
応
を
起
こ
す
材

料
の
研
究
開
発
が
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
可
視
光
応
答
型
光
触

媒
が
実
現
す
る
と
、
一
般
家
庭
で

も
室
内
空
気
の
浄
化
等
屋
内
環
境

維
持
の
切
り
札
に
な
る
も
の
と
し

て
大
き
く
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
平
成
20
年
度
のJS

T

地
域

ニ
ー
ズ
即
応
型
研
究
開
発
支
援
事

業
に
よ
り
「
可
視
光
応
答
型
の
光

触
媒
効
果
を
も
つ
酸
化
チ
タ
ン
薄

膜
の
開
発
」
と
、「JIS

規
格
に
対
応

し
た
光
触
媒
活
性
指
数
を
測
定
で

き
る
光
触
媒
活
性
テ
ス
タ
ー
の
開

発
」
を
宇
都
宮
大
学
工
学
部
の
石

井
研
究
室
、
栃
木
県
産
業
技
術
セ

ン
タ
ー
、
丸
井
計
器
と
の
産
学
官

連
携
に
よ
り
進
め
て
い
ま
す
。

＊
問
合
せ
先

T
E
L/F
A
X
：
028-634-4820

E
-m
ail：
info@

m
arro-tech.jp

宇
大
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
第
３
号

（合）
ロ
モ
ビ
リ
テ
ィ
陽
東

副
社
長

尾
崎
功
一

大
学
院
工
学
研
究
科
　
准
教
授

ロ
ボ
ッ
ト
は
研
究
か
ら
実
用
の

段
階
に
移
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま

で
に
様
々
な
研
究
論
文
が
発
表
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
そ
こ
で
の
技
術

は
あ
る
課
題
を
達
成
す
る
た
め
の

断
片
に
し
か
過
ぎ
ま
せ
ん
。
ロ

ボ
ッ
ト
は
統
合
的
な
学
問
で
す
。

知
見
・
技
術
の
多
く
の
断
片
を
集

め
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
十
分
に
機
能

す
る
よ
う
に
組

み
上
げ
る
こ
と

が
ロ
ボ
ッ
ト
開

発
に
は
必
要
で

す
。
こ
の
断
片

を
ひ
と
つ
で
も

増
や
し
な
が
ら
、

こ
れ
を
積
み
上

げ
る
の
が
私
の

研
究
で
す
。
現

在
、
大
学
で
は

ロ
ボ
ッ
ト
に
関

す
る
基
礎
的
な

研
究
を
進
め
な

が
ら
、
そ
の
実

用
的
な
応
用
を

合
同
会
社
ロ
モ

ビ
リ
テ
ィ
陽
東

で
実
施
し
て
い

ま
す
。

会
社
設
立
は
、

栃
木
県
産
学
官

コ
ン
ソ
ー
シ
ア

ム
事
業
で
の
活

動
が
き
っ
か
け

で
す
。
こ
の
事

業
で
は
、
市
場

や
採
算
等
の
見

積
も
り
か
ら
、

開
発
タ
ー
ゲ
ッ

ト
を
定
め
、
そ

れ
を
企
業
や
県

と
密
に
連
携
し
な
が
ら
開
発
を
進

め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。

我
々
が
開
発
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し

た
の
は
「
農
作
業
の
ロ
ボ
ッ
ト
化
」

で
す
。
ロ
ボ
ッ
ト
は
工
場
等
の
決

め
ら
れ
た
環
境
で
決
め
ら
れ
た
工

程
が
与
え
ら
れ
れ
ば
確
実
に
作
業

を
遂
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、

状
況
認
識
や
知
能
的
な
判
断
が
必

要
と
さ
れ
る
場
面
で
は
ま
だ
実
用

に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。
ま
し
て

農
作
業
で
は
植
物
が
対
象
と
な
る

の
で
、
ロ
ボ
ッ
ト
に
と
っ
て
都
合

の
い
い
状
況
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

ロ
ボ
ッ
ト
に
は
多
様
な
環
境
や
農

作
物
に
対
し
て
の
認
識
及
び
判
断

が
要
求
さ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、

ロ
モ
ビ
リ
テ
ィ
陽
東
の
業
務
内
容

の
ひ
と
つ
は
、
農
作
業
の
ロ
ボ
ッ

ト
化
を
目
指
し
た
研
究
開
発
で
す
。

現
在
、
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
事
業

の
成
果
を
引
継
ぎ
「
イ
チ
ゴ
摘
み

ロ
ボ
ッ
ト
」
の
研
究
開
発
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
名
の
と
お
り
、

ロ
ボ
ッ
ト
が
熟
し
た
イ
チ
ゴ
を
自

分
で
見
つ
け
出
し
、
そ
れ
を
摘
み

取
り
ま
す
。
イ
チ
ゴ
摘
み
に
必
要

な
基
本
機
能
の
試
作
を
経
て
、
現

在
は
、
イ
チ
ゴ
の
果
肉
に
ふ
れ
な

い
で
イ
チ
ゴ
を
収
穫
す
る
機
能
の

開
発
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ

れ
は
今
ま
で
に
な
い
取
り
組
み
で
、

イ
チ
ゴ
の
鮮
度
維
持
に
大
き
く
貢

献
す
る
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

＊
問
合
せ
先

TEL/FA
X
：
0
2
8
-6
7
0
-8
8
1
5

E
m
ail：

h
ara@

rom
o.co.jp

（
開
発
部
長
　
原
　
紳
）
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研究室で試作したマニキュアを学生らと評価している（右・筆者）

屋外公開実験での一枚。学生と実験室を飛び出し研究開発をしている（後列右端・筆者）

現在開発中のイチゴ摘みロボット

光触媒活性テスター

商品化した絵の具「ディンプルアート・カラー」

研究所の前で、筆者
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大田原の栃木三鷹唐辛子
― 畑に広がる赤いじゅうたんの再生 ―

数十年前の日本では、唐辛子が盛んに栽培されてい

ました。1963年頃には、全国で年間約7000t、そのう

ち大田原では年間約5000tの唐辛子が生産され、国内

で消費されるほか、カレー粉などの原料として海外へ

輸出されていました。その当時から大田原で栽培され

ていた唐辛子が、「栃木三鷹唐辛子（とちぎさんたか

とうがらし）」です。栃木三鷹唐辛子は、1955年頃、

栃木県大田原市の吉岡源四郎氏の手によって、八房系

品種（唐辛子の品種の一つ）より分離された、大田原

を発祥とする唐辛子です。辛味が強い、色調が良い、

形状が揃っている、収穫量が多い、摘み取り・乾燥作

業が容易、保存に強い、などの特徴があり、唐辛子の

栽培・流通において、とても優れた品種です。しかし、

1970年頃からの円高によって、国産の唐辛子は国際競

争力を失い、今では日本全体で200t程度の生産量とな

り、国内消費の95%以上を輸入に頼るまでになってい

ます。

◆◆◆

ナス科に属す唐辛子は、本来乾燥に強い作物であり、

水はけの良い土地で栽培されます。そのため、集中豪

雨などによって畑の排水が悪くなったりすると、根腐

れが起きやすくなります。３年ほど連続で栽培すると

連作障害が発生しやすくなるため、唐辛子とスイカを

交互に栽培したりします。意外と病気が出やすく、ま

たアブラムシなどの害虫駆除も必要となります。さら

に、順調な生育のために窒素分の栄養素が多く必要で

す。

大田原での栃木三鷹の収穫は、毎年10～11月頃に

行われます。唐辛子の実をそのまま摘むのではなく、

た美味しく感じる、という説を信じている人もいます。

辛さを愛するグルメな人たちは、辛みのある旨さ

を美味しく感じることができる人であるとともに、痛

みに鈍いか、痛みに耐えて頑張ることが好きな人かも

しれません。唐辛子を売る企業には、「辛さに慣れさ

せて、辛さを病み付きにさせるのが唐辛子屋の戦略」、

という話もあるぐらいです。また、唐辛子を食べると

その辛さから元気になることがよくありますが、なに

も人間だけが元気になる訳ではありません。ニワトリ

も、餌として唐辛子を与えられると、元気になるそう

です。一方で、唐辛子を嫌う動物もいます。たとえば、

イノシシは唐辛子畑には近づかないらしく、唐辛子畑

は害獣除けにもなるのです。

栃木三鷹普及研究会は、地元発祥の栃木三鷹唐辛子

の栽培の普及によって、地元産の唐辛子を守っていこ

うとしています。栃木三鷹唐辛子の普及拡大は、大田

原の風景を変える（原風景に戻す）ことにもつながっ

ています。生産量がピークであった1963年頃の大田原

の秋の原風景は、唐辛子畑によって、赤いじゅうたん

が敷き詰められたような真っ赤な景色だったそうです。

大田原のスローフードである栃木三鷹唐辛子の再生

は、このような原風景の再生にもつながる夢のような

事業なのです。

(農学部　野口良造)

収穫時に根が付いた茎ごと引き抜き、12月末頃まで天

日で自然乾燥させます。その後、翌年の1～2月に乾い

た唐辛子の実を摘み取ります。この摘み取り作業が大

変で、栃木三鷹唐辛子の栽培面積の拡大の障害になっ

ています。一軒の農家が栃木三鷹唐辛子を栽培してい

る面積は約2～3アールですが、そこから得られる唐辛

子の実の収穫量は約60～70㎏となります。そのため、

一軒の農家で摘み取らなければならない唐辛子の実の

数は約30～35万個にもなります。この唐辛子の実を摘

み取る作業は、意外と指の力が必要で、思ったより手

間と時間がかかります。よって、約2～3アールの面積

から収穫される唐辛子から実の摘み取りを行う作業の

量は、一軒の農家が毎年１～２月の２カ月間で行う作

業の量の限界となっているのです。

この摘み取り作業を簡略化できれば、圃場面積の

拡大とともに、農家の収益を上げることができます。

そして、地域の特産品として普及させることができま

す。そこで、４年前から大田原市観光協会では「食」

をテーマとした新たな観光資源の開発を企画する中

で、平成20年度から商工会議所などを中心に「栃木三

鷹普及研究会」を結成し、農家が行う摘み取り作業を

楽にする道具・機械の開発を行っています。

唐辛子の辛味成分「カプサイシン」は、種子の付

く胎座で作られています。辛み成分は、本来「味」で

はなく刺激による「痛み」です。我々は、幼少のころ

から少しずつ辛さに慣れ、大人になると辛いものが食

べられるようになります。そして、子どもの頃は苦手

だった辛味は、大人になると料理を美味しく感じる味

（？）として、欠かせないものになってくることがあ

ります。お酒が飲めない人でも、辛みは全く平気な人

もいます。また、女性の方が男性より辛さに強く、ま

収穫を待つ栃木三鷹唐辛子の畑（写真上）。栃木三鷹唐辛子の
赤い実は、まとまって上を向いている（写真下）

天日に干された唐辛子（写真上）。摘み取られた唐辛子の実。（写

真下）摘みとる実が多いことによる負担もさることながら、摘み

取り作業中に唐辛子の成分が手や顔につきやすく、農家が音を上

げてしまう。また、乾燥機による強制乾燥より自然乾燥のほうが、

唐辛子のつやが良くなる。

ビニールハウスの中で天日干しされる栃木三鷹唐辛子（写真

上）。農家での摘み取り作業（写真下）

栃木三鷹唐辛子を使ったラー油。大田原ではさまざまな食材に

地元産の栃木三鷹唐辛子を使ってPRに努めている。たとえば、

とんがらしラーメン、唐辛子餃子、唐辛子どら焼き、唐辛子洋

かんなど、さまざまな商品があり、販売されている。

表題の写真：見事な赤色のじゅうたん畑が広がる昔の唐辛子畑の

風景（栃木県大田原市佐久山、1962年10月15日撮影）。大田原で

栃木三鷹唐辛子の普及に努めている人たちは、この風景の再生を

願っている。
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UUnow フォトコンテスト　『私のお気に入りのキャンパスポイント』

最優秀作品

優秀作品

●撮影場所：イギリス式庭園（峰キャンパス）

撮影者：大久保　達弘（おおくぼ　たつひろ）

エピソード：2008年5月下旬ちょうど満開のアメリ

カシャクナゲ（ツツジ科カルミア）の下で遊ぶ宇大まな

びの森保育園児を撮りました。樹冠の間からスポットラ

イト的にそそぐ日差しの下で、満開のシャクナゲと園児

の組み合わせの面白さを表現しました。

●撮影場所：１号館東側（陽東キャンパス）
撮影者：山村　正明（やまむら　まさあき）
エピソード：2005年4月、宇都宮大学に
着任直後にキャンパス内を家族で散歩中に
撮影したもの。こんなに見事に咲いた紅木
蓮に思わずシャッターを押したものです。
因みに、撮影者は妻で、人物の右側（禿頭）
は私です。

●撮影場所：フランス式庭園・旧講堂（峰キャンパス）
撮影者：野口　良造（のぐち　りょうぞう）
エピソード：写真は春のフランス庭園と奥の旧講堂で
す。2007年の春に撮影しました。天気の良い日は、
本当にすばらしい景色が広がります。最も宇都宮大学
らしい風景だと思っています。

●撮影場所：図書館北西角（峰キャンパス）
撮影者：板橋　久夫（いたばし　ひさお）
エピソード：宇都宮大学創立50周年の記念樹と
して平成11年に植樹された「楷の木」です。楷
の木は、「学問の木」と呼ばれます。孔子の墓の
周りに、弟子たちがこの木を植え、喪に服したと
言われ、それがやがて、科挙の合格祈願木となり、
学問の木と呼ばれるようになりました。何かの試
験の際には、この学問の木に挨拶をして、図書館
で勉強すれば合格するかも知れません。写真のよ
うにきれいに紅葉する時期は2週間ほどで、あっ
というまに散ってしまいます。

●撮影場所：グランド横（陽東キャンパス）
撮影者：池田　雄太（いけだ　ゆうた）
エピソード：今年の11月学科内でのソフトボー
ル大会の休憩時間。グランド横で休んでいたとき、
目に入った木々に、秋らしく葉の色が変化してい
るものと、秋でも葉が緑のままのものがありまし
た。変わりゆくものと、変わらずにあり続けるも
の、その2つが同時に存在するこの場所がとても
印象に残りました。

●撮影場所：フランス式庭園（峰キャンパス）
撮影者：池田　安孝（いけだ　やすたか）
エピソード：テストに疲れたときにここでぼ
んやりと噴水を眺めていると、不思議と元
気になっていきます。この噴水には何か不思
議な力があるのかもしれないなぁ。

●撮影場所：イギリス式庭園と旧図書館の間の小路（峰キャンパス）
撮影者：Y・N
エピソード：守衛さんの「おはよう」とこの小路に元気を貰う毎日です。
春の新緑、夏の深緑、秋の紅葉と、毎日いろいろな表情を楽しみ（気分は）
独り占めしています。紅く色づいた葉には、やはり夕陽が一番かなと思い、
写真を撮影しました。

●撮影場所：フランス式庭園（峰キャンパス）
撮影者：N・O
エピソード：いつも帰りに見ている風景です。
一日の終わりにホッとしつつこの風景を見て
子供の保育園の迎えに行きます。

●撮影場所：第一体育館（峰キャンパス）
撮影者：趙　瑛世（ちょう　よんせ）
エピソード：宇都宮大学プロレス研究会による学祭
興行開始前の一瞬です。11月23日、学祭二日目に、
第一体育館にて撮影しました。会場内は大勢のお客
さんに囲まれ、リングに張ってあるロープのように
どこかピーンと緊張感をはらんでいます。このあと
すぐ、学生レスラーたちによる笑いあり、感動あり
の熱い試合が繰り広げられます。1年間の内、こ
の時期にしか見ることができない場です。

●撮影場所：イギリス式庭園（峰キャンパス）
撮影者：Y・A
エピソード：毎日の通勤に通るイギリス式庭園のベンチで
す。小鳥が集まってきて、ほっとできる場所です♪

優秀作品

UUnow第15号で募集した「フォトコンテスト（テーマ：私のお気に入りのキャンパスポイント）」の結果を発表いたします。
本紙学生編集委員による選考の結果、応募作品全13点の中から、最優秀作１点、優秀作２点を選ばせていただきました。
ご応募ありがとうございました。なお、優秀作品応募者３名の方には、本学関連グッズを差し上げました。



●お問い合わせはこちらまで●
宇都宮大学国際学部総務係　TEL028－649－5164
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●お問い合わせはこちらまで●
宇都宮大学知的財産センター
TEL028-689-6324

学 位記授与式・入学式

宇都宮大学ホームページ URL  http://www.utsunomiya-u.ac.jp

宇都宮大学消費生
活協同組合は、環境
ISO学生委員会と協
働して、リサイクル
弁当容器「リ・リパック
（通称D a p p y ! ! ）」
の導入を始めました。
皆様、ぜひご協力
のほどお願いいたし
ます。

環境ISO学生委員会
協力：C.C.S.

（生協学生委員会）

テーマ：大学のシーズを
産業界で生かそう

日　時：4月17日（金）

13:00～19:00

場　所：小山商工会議所

申し込み：宇都宮大学知的財産セン　

ター宛FAXまたはメール　

にて4月16日（木）まで

FAX：028-689-6320

E-mail：chizai@miya.jm.

utsunomiya-u.ac.jp

テーマ：中小企業こそ知的財産
権を武器に！

日　時：2月20日（金）13:00～17:30

場　所：宇都宮大学工学部アカデミアホール

申し込み：宇都宮大学知的財産センター宛

FAXまたはメールにて2月13日

（金）まで

FAX：028-689-6320

E-mail：chizai@miya.jm.

utsunomiya-u.ac.jp

I N F O R M A T I O N

知 財実践セミナー（４U事業）

卒 業・修了制作展

全学オープンキャンパス

平成21年8月2日（日）開催決定！
最新情報は、本紙や本学公式ホームページで随時
お知らせします。

オ ープンキャンパス
（平成21年度）首 都圏北部4大学合同

新技術説明会（4U事業）

●お問い合わせはこちらまで●
宇都宮大学企画広報室
TEL028-649-8649

国際学部最終講義

・北島　滋　教授

・片桐雅義　教授

・柏瀬省五　教授

詳細な日程等については、
国際学部総務係へお問い合わ
せ下さい。

最 終講義

学位記授与式：平成21年3月24日(火)10:30～
宇都宮市文化会館大ホール

入学式：平成21年4月8日(水)13:30～　
宇都宮市文化会館大ホール

2008年度
宇都宮大学教育学部美術教育専攻
教育学研究科美術教育専修　
卒業・修了制作展　

期　間：3月6日（金）～8日（日）

時　間：6日（金）13:00～18:00

7日（土）9:00～18:00

8日（日）9:00～16:00

場　所：栃木県総合文化センター

内 容：絵画（水彩画・油画）、彫塑（木　　

彫・塑像）、デザイン（インテリア

デザイン・ベーシックデザイン）、

工芸（漆・彫金）等約30点

入場無料

●お問い合わせはこちらまで●
宇都宮大学国際学部総務係
TEL028-649-5164

koksomu@miya.jm.utsunomiya-u.ac.jp

参加無料

弁 当容器リサイクルの取組
これからは生協のお弁当の容器が

高 校生・受験生向けWebサイト
工学部に続き、国際学部・農学部で新サイト公開！「高校生の目線」で
分かりやすく、学生生活、学科・コース、教員の研究等を紹介しています。

●お問い合わせはこちらまで●
宇都宮大学農学部総務係　TEL028－649－5398

http://agri.mine.utsunomiya－u.ac.jp/hpj/deptj/farm/testsite/index.html

入場無料

入場無料

●お問い合わせはこちらまで●
宇都宮大学教育学部美術教育教室

TEL028-649-5364 FAX028-649-5244
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く
す
ぐ
り
ま
す
。

（
編
集
委
員
Ｔ
）
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宿
命
の
女

フ

ァ

ム

フ

ァ

タ

ル

ー
鏡
花
一
筋
二
十
五
年
ー

宇
都
宮
大
学
教
育
学
部
教
授

鈴

木

啓

子

思
議
な
身
体
感
覚
を
味
わ
い
ま
し
た
。

『
高
野
聖
』（
明
治
33
年
）
は
、

発
表
当
時
「
子
供
だ
ま
し
の
修
身
譚
」

と
評
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
筋
は
き

わ
め
て
単
純
で
す
。
な
ぜ
こ
の
作
品

が
自
分
を
感
動
さ
せ
る
の
か
、
全
く

自
己
分
析
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

だ
か
ら
こ
そ
、
大
学
４
年
に
な
っ
た

時
、
卒
論
の
対
象
に
選
ん
で
し
ま
っ

た
…
…
。
危
な
い
恋
に
落
ち
て
い
く

経
緯
に
似
て
い
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

西
欧
の
ロ
マ
ン
主
義
文
学
で
は
、
主

人
公
を
破
滅
に
至
ら
せ
る
女
性
の
こ

と
を
、「
宿
命
の
女
」「
運
命
の
女
」

「
フ
ァ
ム
フ
ァ
タ
ル
」
と
呼
び
ま
す
。

『
外
科
室
』『
湯
島
詣
』
等
々
、
鏡
花

文
学
に
は
、
近
代
の
知
的
エ
リ
ー
ト

を
自
死
に
誘
う
狂
気
の
美
女
が
登
場

し
ま
す
が
、
鏡
花
文
学
は
私
に
と
っ

て
ま
さ
に
「
宿
命
の
女
」
だ
っ
た
の

で
す
。

卒
論
は
、
下
宿
に
こ
も
っ
て
鏡
花

全
集
29
巻
を
読
ん
で
い
る
う
ち
に
締

切
が
き
て
し
ま
い
、
惨
敗
に
終
わ
り

ま
し
た
。
子
供
の
頃
か
ら
、
本
を
読

む
以
外
は
理
数
系
科
目
が
好
き
で
、

理
屈
で
も
の
を
考
え
る
タ
イ
プ
だ
っ

た
の
で
す
が
、
そ
ん
な
私
の
分
析
的

な
自
我
が
壊
滅
し
て
し
ま
っ
た
の
で

す
。
文
章
を
書
く
の
は
得
意
だ
っ
た

は
ず
な
の
に
、
苦
痛
で
た
ま
ら
な
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
。
か
と
い
っ
て
他

に
し
た
い
こ
と
も
な
い
。
将
来
へ
の

な
ん
の
展
望
も
な
い
ま
ま
、
大
学
院

に
進
学
し
ま
し
た
。
あ
れ
か
ら
25
年
、

鏡
花
に
感
動
し
た
自
分
を
相
対
化
し
、

読
者
一
般
へ
と
普
遍
化
し
て
い
く
こ

と
で
、
私
は
近
代
文
学
研
究
者
と
し

て
の
自
己
形
成
を
遂
げ
て
き
た
と

思
っ
て
い
ま
す
。

研
究
の
特
質

私
の
研
究
の
特
質
は
、
自
分
は
な

ぜ
こ
の
作
品
に
惹
か
れ
る
の
か
と
い

う
問
い
を
、
作
品
解
釈
を
基
点
に
、

成
立
論
と
受
容
論
の
両
面
か
ら
検
証

し
て
き
た
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
こ
の

二
つ
は
、
当
初
、
分
離
し
た
別
々
の

ア
プ
ロ
ー
チ
で
し
た
が
、
や
が
て
、

鏡
花
作
品
に
お
い
て
は
成
立
と
受
容

が
い
か
に
密
接
に
連
動
し
て
い
る
か

が
見
え
て
き
ま
し
た
。
近
代
小
説
史

の
傍
流
、
前
近
代
的
な
異
端
の
作
家

と
み
な
さ
れ
て
き
た
鏡
花
文
学
が
、

い
か
に
時
代
を
意
識
し
て
作
ら
れ
て

い
る
か
、
同
時
代
の
文
壇
状
況
や
文

化
思
潮
を
と
り
い
れ
、
読
者
の
反
応

を
予
想
し
つ
つ
制
作
さ
れ
て
い
る
か
、

作
者
の
表
現
戦
略
の
よ
う
な
も
の
を

具
体
的
に
実
証
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。

初
め
に
述
べ
た
よ
う
に
、
近
年
の

鏡
花
舞
台
の
盛
況
ぶ
り
に
は
目
を
見

張
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

伝
統
芸
能
と
現
代
演
劇

を
融
合
さ
せ
た
新
し
い

舞
台
が
毎
月
の
よ
う
に

試
み
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
演
劇
分
野
の

専
門
家
と
も
交
流
し
つ

つ
、
古
典
文
芸
が
ふ
ん

だ
ん
に
引
用
さ
れ
た
鏡
花
作
品
の
成

立
と
受
容
を
問
い
直
し
て
い
く
こ
と

も
、
今
の
私
の
大
き
な
課
題
に
な
っ

て
い
ま
す
。

大
学
の
授
業
で

教
育
学
部
の
授
業
で
は
鏡
花
だ
け

を
や
る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
日

本
近
代
文
学
を
で
き
る
だ
け
幅
広
く

扱
う
よ
う
に
心
が
け
て
い
ま
す
が
、

そ
の
ベ
ー
ス
に
な
っ
て
い
る
の
は
鏡

花
で
す
。「
国
語
」「
概
論
」
で
は
、

作
品
を
い
か
に
深
く
読
む
か
を
目
標

に
、
鏡
花
研
究
で
培
っ
た
方
法
を
駆

使
し
て
、
短
編
小
説
を
読
み
解
い
て

い
ま
す
。「
演
習
」
で
は
、
そ
の
方

法
を
実
践
的
に
伝
授
し
て
い
ま
す
。

一
昨
年
ベ
ス
ト
レ
ク
チ
ャ
ー
賞
を
い

た
だ
い
た
「
日
本
近
代
文
学
史
」
の

講
義
が
、
も
し
面
白
い
と
し
た
ら
、

そ
れ
は
、
鏡
花
の
同
時
代
性
を
検
証

す
る
プ
ロ
セ
ス
で
読
み
広
め
て
き
た

明
治
大
正
期
の
文
献
が
私
の
中
に
息

づ
い
て
い
る
か
ら
だ
ろ
う
と
思
い
ま

す
。
既
成
の
教
科
書
を
た
ど
る
の
で

は
な
く
、
鏡
花
を
核
と
す
る
問
題
意

識
を
織
り
込
み
な
が
ら
、
毎
回
プ
リ

ン
ト
を
作
り
直
し
て
講
義
し
て
い
ま

す
。
だ
か
ら
私
自
身
が
愉
し
い
。
宇

大
に
き
て
16
年
で
す
が
、
未
だ
に
飽

き
な
い
。
自
分
が
面
白
い
と
思
っ
て

い
る
こ
と
は
、
多
少
難
し
い
内
容
で

も
、
な
ぜ
か
不
思
議
に
伝
わ
る
と
い

う
の
が
、
日
々
の
実
感
で
す
。
研
究

者
と
し
て
、
教
員
と
し
て
、
泉
鏡
花

と
い
う
テ
ー
マ
に
出
会
え
た
こ
と
を

本
当
に
幸
せ
な
こ
と
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。
人
生
も
学
問
も
、
捨
身
の
自

己
投
企
か
ら
始
ま
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

私
の
専
門
は
日
本
近
代
文
学
で
す
。

卒
業
論
文
以
来
、
泉
鏡
花
と
い
う
作

家
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
し
て
い
ま
す
。

25
年
間
や
っ
て
き
て
、
少
し
も
興
味

が
衰
え
な
い
。
こ
の
数
年
、
ま
す
ま

す
面
白
く
感
じ
て
い
ま
す
。

泉
鏡
花
（
明
治
６
年
生
）
は
、
日

清
戦
争
後
の
明
治
文
壇
に
、
尾
崎
紅

葉
門
下
の
新
進
作
家
と
し
て
登
場
し
、

戦
前
の
昭
和
14
年
に
亡
く
な
る
ま
で
、

50
年
の
長
き
に
わ
た
っ
て
活
躍
し
ま

し
た
。
約
３
０
０
篇
の
小
説
・
戯
曲

を
残
し
て
い
ま
す
。『
歌
行
燈
』『
夜

叉
ケ
池
』『
天
守
物
語
』
は
じ
め
多

く
の
作
品
が
舞
台
化
・
映
画
化
さ
れ

て
、
平
成
の
今
日
に
読
み
継
が
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
数
年
、
日
本
の
近
代

文
学
の
中
で
、
劇
場
で
上
演
さ
れ
る

回
数
の
一
番
多
い
の
が
鏡
花
で
す
。

鏡
花
と
の
出
会
い

私
の
鏡
花
の
読
み
始
め
は
大
学
２

年
の
初
夏
。
日
曜
日
、
原
宿
界
隈
を

ぶ
ら
ぶ
ら
散
歩
し
、
ふ
と
立
ち
寄
っ

た
区
立
図
書
館
で
、
棚
に
並
ん
だ

『
鏡
花
全
集
』
の
５
巻
を
偶
然
手
に

取
り
、
そ
の
中
の
『
高
野
聖
』
を
読

み
ま
し
た
。

中
学
の
入
学
祝
い
に
、
旺
文
社
文

庫
の
世
界
の
名
作
50
冊
、
日
本
の
名

作
50
冊
を
セ
ッ
ト
で
買
っ
て
も
ら
い
、

中
高
で
読
破
し
ま
し
た
が
、
最
後
ま

で
読
め
ず
に
残
し
た
１
冊
が
鏡
花
で
、

お
そ
ら
く
そ
の
こ
と
が
気
に
か
か
っ

て
い
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
昼
下

が
り
の
図
書
室
で
約
２
時
間
。
あ
の

時
の
読
後
感
を
私
は
一
生
忘
れ
る
こ

と
が
で
き
な
い
と
思
い
ま
す
。
地
球

の
裏
側
に
投
げ
出
さ
れ
た
よ
う
な
不
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